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　人類の記録は、さまざまな素材で遺されている。

よく知られるように、西方ではメソポタミアの粘

土板からはじまり、金石、パピルス、蝋板、羊皮

などを経て紙に到達した。それらの素材の形態も

いろいろに変えている。東アジアの漢字文化圏で

も、約6千年前の陶文からはじまって、甲骨、金

石、木竹簡、吊を経て、東漢以後漸次紙の使用へ

と移っていった。唐代から印刷術の興起にしたが

って、書籍は手写本から、雛版本へと改められ、

巻軸の形から冊子体へと移行した。ごく最近にな

って電子メディアによる記録へと向いつ・ある。

　東アジアの漢字以外の文化圏では、書籍はそれ

ぞれ特有の素材と形態をもっている。西方に拡が

るチベット文字を常用する地域では、近年では冊

子体が普及しつ・あるけれども、その主流は依然

として、横長の紙（厚いものから薄手のものまで）

一枚ごとに表裏に刷って、糊付けしないで束ねる

形をとり、版木を一枚一枚刷り上げていく手工業

的印刷がいまでも手堅く伝承されている。

　もっとも最近では、同じ体裁の機械印刷による

活字体が出回りはじめた。

　インド文化の強い影響によって生まれた東アジ

アの第3の文字圏、東南アジアから雲南に及ぶ地

域では、現在はそこでも冊子本が主流になってき

たが、少し以前は株欄の葉を素材として、小刀で

文字を刻むいわゆる貝葉本が常用されていた。雲

南の俸族の分布地では、いまなおこの貝葉本が造

られている。

　昨年、雲南省の東南部、ラオスとビルマに接し
　シ　サンハンナ　タィ

た西双班納俸族自治州を訪れた。さすがに亜熱帯

気候で六月というのに予想を越えた暑さに閉口し

たが、ある寺院に行ってみると、若い僧侶が経典

の見本を傍に置きながら、綜欄の葉に経文を刻ん

でいた。もう20年以上も昔になるけれども、タイ

国の北部のガソリンスタンドで、年輩の従業員が

客を待ちながら、同じように見本にならって、株

欄の葉に文字を刻んでいた姿を思いだした。出来

上がった貝葉本のいくつかは、町の骨董屋に並ぶ

かも知れないと思ったりした。

　近頃は少なくなったが、以前は貝葉本の鑑定を

依頼されて困惑したものである。一見すると同じ

ような体裁をとっているもの・、中味は大きく違

うものがある。ほとんどはインド系の文字の一つ

で刻まれているが、文字の組織も違うし字形も異
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